
地

球

蕗
大
審

は
･.T
ス
pb
タ
BJ
I
韓
谷
に
住
み
全
国
農
産
物
の
七
劉
七
分
､
工
共
晶
の

五
割

二
分
か
廃
す
､
戯
魔
物
～
-ま
ま
凝
凍
､
小
歩
~
紫
歩
~
大
挙
.
ラ

イ
歩
ー
廊
和
子
､
米
､
馬
鈴
替
.
甘
藷
-
乾
草
､
棉
准
､
柚
種
子
､
煙

草
.
コ
ー
ン
ソ
ル
ガ
ム
.
落
花
生
.
庶
糖
､
甜
菜
糖
~
森
林
t
食
用
獣

の
甑
に
し
て
横
魔
物
亦
少
か
ら
ず
.
石
炭
､
成
､
石
油
_二
王
め
り
.
従

っ
て
人
口
二
十
五
鶴
以
上
の
頚
賓
都
市
十
か
数

へ
シ
カ
ゴ
.
ク
ワ
ブ
ラ

･t
ド
.
セ
y
t
ル
イ
ス
､
3'
タ
ダ
バ
ー
ク
､
y
y
シ
ナ
チ
､
の
如
き
何

れ

も

五
十
瑞

以
上

の
大
都
ii
り
､
ニ
ュ
ー

オ
〃
>
ア

ン
ス
~
･"t
ネ
ア
ポ

-
ス
.'
カ
y
サ
ス
シ
テ
ィ
'
イ
y
デ
イ
ア
ナ
が
>
ス
.

デ
y
プ
ア
ー
辱

戯
中
の
静
々

iL
ろ
も
の
な
れ
ば･J
本

支
流
の
利
用
は
誠

に
常
然

¢
=
ミ
1

い
ふ
べ
-
目
下

ニ
サ
オ
ル
-
ア
y
ス
に
放
て
河
口
よ
り
官
十
哩
の
河
活

の
代
り
に
越
河
六
十
五
哩
か
作
り

そ
siL
よ
り
上
流
シ
カ
.Tl
に
温
ず
る
間

に
完
全
叱
る
.q
河
計
別
か
建
つ
ろ
･1
室
れ
･T
t
同
時
_こ
各
支
流
か
按
牲

し
て
水
路
系
統
か
整
現
し
こ
サ
オ
ル
>
ア
^
ス
､
デ
ユ
ル
ー
ル
'
シ
カ
ゴ

問
千
五
盲
唖
.
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タ
ブ
バ
ー
タ
ー
カ

ケ
サ
ス
シ
テ
-
間
千
六
盲

唖
の
二

大
幹
線
か
開
き
十
年
以
内

に
何
れ
も
九

呪
探
水

路

ミ
な
さ
ん
1,
計
剖
し

っ
ゝ
あ
る
也
｡
(藤
田
)

〇

品

毘
東
運

河

通

航

船
舶

敦

l
九
二
五
年
中
の
通
舶
数
-

越
河
開
通
以
北
の
最
高
レ
コ

ー
ド
で
五
千
三
甘
三
十
七
生
ー
こ
の
蛍
捲

屯
数
二
千
六
甘
七
十
六
滞
叫

千
九
官
三
十
五
屯
の
参
与
に
上
つ
il
O
今

左
_ニ
国
別
比
堰
t
.A,来
示
す
る
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孟

九
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二
空
､九
宝

望
r
lO心

質

疑

魔

笛

英

国

卸

間

庶
例

逸

]･1,荒
れ拙攻

4g..I.,i

A(1..罫
<

1邦
､望
ハ山';
桝..完
屯

ェ
ー六
九
外､空
談

1､
心Q
l.冒
.i∧

間

フ
dPIン
ス
の
中
央
高
量
目文
枚
)

等

概
勅
.
フ
ラ
ン
ス
の
中
央
高
避
J,は
国
の
雨
龍
部
に
偏
在
し
牝
は

L
f,ire
川
ー
東
は
S
a8J,e
川
及

R
h
8n
e
州
の
.g
谷
11
限
ら
れ
､
筒
は
地

中
鴻
岸
及
之
に
技
ぐ
A
u
d
e
川
の
平
地
に
し
て
田
は
G
a
r.
n
n
e
州
の
低

地
な
り
､
俳
囲
中
央
越
河
は
=
の
高
奮

い
北
嶋
か
横
断
L

C
a
n
a
t
d
e

呂

d
i
は
同
じ
-
=
の
基
地
の
南
開
蛾
か
限
る
｡

克
し
こ
の
高
室
は
俳
岡
地
勢
の
中
核
に
し
て
地
質
は
始
原
代
盈
青
虫
代

の
桁
晶
片
岩
よ
り
成
り
.
噺
厨
､
掘
起
の
作
用
を

っ
け
i
i
ろ
も
の
に
し

て

i
大
T
ilted
B
lo
ck
T,
も
云
ふ
べ
-
､
ロ
ー
ヌ
の
.g
谷
に
魚
斜
回
の

噺
瀞
崖
か
硯
ほ
し
.そ
れ
よ
り
西
の
方

へ
g
e
n
tle
slo
p
e
か
な
し
て
傾

け
り
.I
:
の
傾
越
せ
る
部
分
を
C
e
v
e
n
n
es山

脈

TJ
云
ひ
之
な
ロ
ー
ヌ

の
谷
よ
-
一見
･Q
tJ与
は

一
大
山
脈

か
な
ぜ
軍,J
四
よ
り
之
か
見
れ
ば
梗

斜
の
山弟
地
心卜
る
に
抱
ガ
･す

終
る
ドト
‥

¢
満
室
の
地
西
加剛
に
A
u
v
er的
n
e



の
火
,-;
仙耶
り
咽
仙H
Jの
い
-て
池
叩竣
凡
,て
1
†r
親
心即
仙伐
り
花
組
叩
m祁
り
山瀬
地
肌の

上
に
襲
え
+
=り
~
こ
れ
ら
の
火
山
Hは
北
ハ什
耶
舶
比
の
上
に
放
て
山偽
4･tI
Z
五
〇

兜
乃
至
六
甘
氷
か
高
･g
ii
る
に
過
ぎ
ず
､
相
銀
耽
り
小
火
山
に
富
み
.

方
言
に
て

P
u
y
s
T}
印
せ
ら
ろ
-
菜
は
し
き
火
口
湖
~
著
し
与
熔
岩
の

流
れ
.
さ
て
は
晩
鹿
~
瑚
鬼
籍
の
噴
出
す
る
-
の
少
か
ら
サ
遊
客
凶
時

轡

礼
ず
A
u
v
e
rg
n
e
火
山
乃
如
き
火
山
岩
地
か
外
に
し
て
.
中
央
高
嚢

に
は
青
嶋
潜
の
石
灰
岩
よ
,=
成
ろ
桝
あ
り
C
a
u
ss
e
s
ま
し
て
知
ら
る

ゝ

カ

ル
ス
ト
の
風
巌
あ
り
T
a
rn
川
及
L
o
t川
の
如
-
西
流
し
て
G
a
ro
n
n
e

川

に
入
る
も
の
は
其
汚
蝕
探
-
し
て
G
o
r
g
e
の
祭
に
労
で
れ
.I,)
も
生
産

費
弱
な
る
か
免
が
れ
ず
.
‥
れ
に
尽
し
て
北
方
.1
流
下
す
る
L
o
;Te
川

及
A
liie
r
川
の
横
谷
は
火
山
噴
出
物
の
択
砂
が
‥
の
地
方
の
.卓
越
絹
風

に
,%
ば
れ
て
堆
概
ぜ
ろ
研
+
."
れ
ぼ
地
煉
肥
沃
に
し
て
飽
産
物
多
L
.
中

央
高
盛
の
飴
勢
は
北

東
に
延
び
て
r
s
e
in
e
川
寸｣
S
a
o
n
e
川
亡
の
分
水

界
み
な
す
~
‥
れ
在

L
a
品
re
s
の
高
地
71
で
､
但
し
‥
の
高
地
り
地

質
は
三
盛
組
以
後
の
水
成
岩
に
し
て
ー
中
央
満
室
よ
り
も
新
し
き
部
に

屈
ぜ
リ
.
又

L
a
n
g
re
s
の
東
北
に
め
i･iり
ラ
イ
),断
厨
谷
の
閥
に
泣

る
V
o
s
bd
e
s
山
地
も
亦
地
勢
上
其
飴
脈
ii
為
は
疑
ふ

べ
か
ら
す
｡

和
語
､

7
口
に
C
e
v
e
n
n
e
s
～)
い
へ
.･')仔
細
.1こ
地
勢
わ
接
す
ic
_こ
多

-
の
山
脈
よ
り
成
立
し
､
両
断
蛸
に
相
打
沢
の
一
鼎-;
hr'
-
.
そ
れ
よ
-

北
米
_こ
走
り
t.J
L
/Z=
sp
in
o
u
s
山
塊
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な
り
定
に
来
し
て
G
a
r
r;笥

e
ー前

山
寸j
な
る
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,
,
り

]
列
な
以
て
地
中
鴨
斜
面
平
野
tJ
ql
央
高
地
の
境
ミ

ヤ
す
セ
ゲ
ア
ン

ヌ本
部
は
G
a
rrig
n
e
s
の
後
方
即
北
方
に
蟹
え
て
東
北

に
走
り
ltl
e
ze
n
c
(
五
千
択
)
の
火
山
岩
地
方
に
迫
る
I

A4
e
z
e
n
c
山
塊

よ
り
死
に
北
tこ
及
ぶ
も
の
_
L
y
o
n
n
2
S
の
睦
嶺
あ
り

ロ
ー
ヌ
川
にニ
曲

質

疑

階

答

行
L
..J
廿
粥
の

甜
H的
苅
ミ
わ仏
｡り
_11
1血
ハ澗
輔弼
に
治
せ
-
1
か
一1イし'セガソ
ア

y
ヌ
ー;

山脈
の
山放
け
M
･*
山耶

T
J
し
て
U
I
y
M
川の
仙横
谷
.1
放
射
す
れ
-,,)ち
-

‥

の

山

脈
の
四
港
北
は
平
均

】
千
択
乃
讃
三
千
沢
の
高
染

む
付
し
､
:

～
_

A
u
v
e
rg
n
e
J
C
a
n
ta
l,
H
a
u
te
L
o
ire
,
F
o
re
N
,
L
im
o
u
sin

替
り

綿

山
塊
ち
-
､
オ
ー
ベ
ル

ヌ
払
盟
主
1J
で
､
然
し
‥
の
中
央
高
段
は
~

虫
tJ
L
て
こ
個
の
探
谷
_こ
よ
り
て
三
分
ぺ
ら
ろ
..
即

]
は
上
部

ロ
ア
ー

〟
_こ
し
て
I

T
は

ロ
ア
-
巾
の
支
流
A
l
lieT川
な
る
が
.
後
者
は
前
者

よ
o
も
,
･
の
高
涼
む
遼
そ

､
+,
長
-
し
て
且

つ
探
-
其
水
輝
は
何
れ
､J

C
ev
en
n
e

山
脈
の
南
斜
紺
.1
出
て

ゝ
間
も
な
-
折
れ
て
北
達
せ
り

.

オ
ー
ベ
ル
ア
高
霧
は
虫

寸J
し

て
荏
闇

岩
､
片
麻
岩
､
異
母
片
岩

専
始

押
代
の
岩
層
及
音
吐
潜
よ
り
な
り
.
前
維
二
川
Li
よ
り
て
三
部
に
分
ii

る
.
即

｡
1
K
川
寸]
ロ
ア
ー
ル
川
上
流
亡
の
間
に
は
北
部
に
S
t
.
E
tie

n
n
e
か
,中
心
ミ
せ
る
石
炭
紀
の
石
炭
埋
蔵
の
鏡
先
地
あ
り
､

其
南
に
は

大
な
る
粗
面
岩
の
噴
出
せ
る
M
o
n
t
M
e
Ne
n
C
(
7
七
五
四
光
)あ
り
､

L
e
P
u
y
市
の
筒
t.1
食
え
i1
リ
.
ロ
ア
ー
ル
川
TJ
ア
-
エ
-
川

亡
の
間

に
あ
る
聾
地
に
は
休
火
山
多
-
噴
出
し
F
o
re
21
山
脈
か
虫
寒
1J
L
､
ア

リ
エ
ー
川
の
西
岸
に
は
M
a
r
g
a
r
id
e
の
花
樹
山
地
あ
り
北
西
の
方
向
_

遜

る

､
こ
の
山
地
は
定
に
其
の
西
部
_こ
於
て
北
は
m
o
n
t
d
o
rs
よ
り
中

央
り

1q
O
n
t
C
a
n
ta
t及
両
部
り
N
Io
n
t
d
JA
u
b
ra
c
t
qよ
る
火
山
噴
出
地

方
_こ
よ
り

て
限
ら
ろ
O
=
の
最
後
の
火
山
現
象
ぽ
俳
園
に
て
は
第
三
紀

や
新
牡
に
放
て
背
し
-
晒
励
し
㌣
ろ
も
の
ゝ
如
-
1
比
陣
的
近
階
ま
で

其
の
飴

淡か
止
め
i
lリ
.
玄
武
岩
質
櫛
岩
の
分
布
も
は
じ
め
､
凝
灰
岩

の
分
布
贋
L
オ
ー
ぺ
か
ヌ
に
放
て
‥

れ

ら

の
火
山
研
究
に
尤
も
都
食

よ
音
地
即
に
A
llie
r
の
践
谷
の
口
に
み
る
有
名
七
ろ
C
le
rm
o
n
t市
の
附

.dlO
七

八
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球

鮮
六
春

立
に=
し
て
､
‥
ゝ
に
て
は
凡
そ
七
十
個
の
蹴
鋪
火
山
あ
り
､
南
北
二
十

哩
の
閑
に
列
な
な
し
て
存
サ
ー
カ
雷
か
ゝ
ろ
則
雄
火
山
か

p
u
y
s
t,
ド

ふ
ー
:
の
火
山
は
･H
に
花
闘
岩
溌
片
麻
岩
よ
り
成
れ
る
中
央
高
空
の
上

に
噴
出
せ
る
-
の
に
し
て
-
火
山

の
基
盤
に
は
所
々
-こ
淡
水
油
性
の
せ

舵
代
の
水
成
岩
に
し
て
吋
な
り
部
の
停
ro
も
の
あ
り
､
p
u
y
s
は
東
方

ア
-
エ
ー
州
T}
四
方
S
io
u
le
谷
亡
の
関
に
椀
が
り
'英
田
は

L
im
a
g
n
e

の
袋
状
な
る
基
地
に
移

る
､
P
u
y
S
の
地
方
は
主
tJ
し
て
火
山
噴
出
物

よ
り
成
り
多
-
ほ
火
口
な
完
全
に
の
こ
す
も
わ
れ
.(,)火
口
の
破
れ
i
i
ろ

壁
よ
り
蹄
岩
の
流
出
せ
る
も
の
bW
,,)
あ
り
て
'
熔
岩
の
上
に
は
僅
_二
様

木
か
蝕
ず
る
究
弛
む
な
ぜ
る
も
り
も
り
､
方
雷
=
れ
在
c
h
e
ire
s
'･')
い

ふ
､
‥
の
小
火
山
地
の
盟
主
は
か
の
P
u
y
d
e
D
8
m
e
TJ
桝
す
る
火
山

に
し
て
.d
o
m
ite
TJ
耕
せ
ら
ろ
ゝ
粗
相
岩
よ
り
光
り
､
㈲
丘
の
高
さ
鴇

抜
四
八
〇
五
択
其
の
基
盤
の
高
1t,は
油
固
上
〓
ハ
0

0
沢
の
地
_こ
わ
-

玄
武
岩

床
の
過
去
の
熔
岩
の
流
れ
か
し
め
で
も
の

L
im
a
g
n
e
の
地
方

_こ
臆
が
リ
.
泥
蝕
や
っ
け
て
其
頂
上
は
単
状
み
な
せ
る
多
-
の
孤
立
山

地
?)
な
れ
ろ
も
り
多

L
ti
tJ
(
ば
グ
レ
ル
宅
,t
の
南
東
に
存
す
る
G
5r

g
o
L･ia
の
基
地
へ高
二
二
四
〇
米
)
の
如
き
共
の

1
例
に
し
て
'
汐
ユ
可

ア
ス
シ
ー
ザ
ー
の
兵
な
つ
け
て
之
_ニ
抵
抗
し
わ
る
.77
-
肘
の
弟
婚

〈
ル

シ
ン
ダ
ri
P
ク
ス
の
紫
塞
都
城
は
茸
に
=
の
基
地
の
上
にこ
存
L
i1
る
九･･i

り
○

甘
み
ィ
｡
ド
｡
ド
ー
ム
の
南
屯
y
ド
ー
ル
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o
n
t

D
o
re
の
勝
地
あ
り
其

主

峰
P
ic
d
e
S
a
n
cy
-
亦
粗
面
岩
の
火
山

岩

に
し
て
高
弾
状
六

)
八

〇

択

_二
速
す
頑
求
明
地野
の産
地
_こ
し
Y
､
附
近
_二
組
泉
及
錦
泉
多
し
(地

域
こ
令

姉

1
碗
燐
は印
屯
y
ド
ー
ル
.付
見
よ
)C
n
17ta
L
-
亦
井
出胴
･1
もり
リ

第
四
班

W
O
t

八
こ

て
中
央
か

P
tom
h
de
C
a
n
ta
l
へ
六
〇
二
五
択
)
ミ
い
ふ
､
‥
の
火
山

の
周
囲
は

凡
九
十
五
哩
に
過
し
､
過

去
中
央
火
口
よ
り
玄
武
岩
熔
岩
四

方
に
流
下
L
iL
る
跡
あ
り
､
河
流
又
=
の
中
心
よ
り
放
射
状
.1
流
下
せ

り

.
カ
ン
タ
ー
か
の
筒
か
限
る
谷
ね
T
ru
y
e
re
州
亡
い
び
ー
川
か
隙
て

･
定
ら
に
其
南

に

d
e
A
u
b
岩
C
の
火
山

群
あ
り
｡

さ
さ
に
の
べ
た

る､

ロ

ア
I
か
州
の
東
ー
換
富
ず
れ
ば
N
largarid
c
の

始
庶
代
の
山
地
の
束
_こ
放
て

も

新
時
代
の
火
山
の
噴
出
あ
り
J-
か
ゆ

讃
O
n
t
Lq
e
Ze
n
C
(
五
七
五
五
択
)は
そ
の

叫
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